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＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・菊地　明子様～昨日より、「何もできない」と切迫した様子で訴えており、本日は、離床困難・食事摂れない状態で経過。主治医へ報告し、

・抗不安薬（レキソタン5mg）3Ｔ

・抗うつ薬（アモキサン25mg）3Ｃap　本日昼から4日分処方と

なっています。
　　　　　　　　不安の傾聴、洗面・更衣・口腔ケア・食事等ひとつでも行えていたら、評価し、無理せずゆっくり行っていく事、支持的に関わっていくようにしていきましょう。眠気・ふらつき・便秘等の副作用がありますので、身体状態・排便状況観察して行きましょう。

また、不食傾向である事から、エンシュアリキッド2本（1日2本）4日分処方となっています。エンシュアリキッドは、食事摂取の有無関わらず摂取するよう指示あり摂取時間は本人に任せるとの事です。食事摂取状況、水分摂取状況・排尿排便状況観察の為ＩＮ／ＯＵＴを出していきましょう。

不安時の予測指示　抗不安薬（セルシン）1A　筋肉注射　3日分

　　　　　　　　（1日1回）の指示あります。使用時は、当直医に状態報告し、予測指示箋がある事説明して下さい。
＜ＳＳＴミーティング＞

各グループのテーマ：言葉のキャッチボールをやってみよう

・Ａグループ～挨拶について話し合ったり、患者様同士で話掛けあっている。
・Ｂグループ～患者様同士話し掛け合い、スムーズにできている。
・Ｃグループ～助け合ったり、ほめあい雰囲気よく行っている。

・Ｄグループ～積極的に話せている患者様もいたが、例題が難しいとパスする患者様もいた。
※明日は、短期目標の評価・一年間の振り返りをテーマに実施する予定です。

　どういうところが良くなったのか、どんなところが難しかったか、どうしていけばよかったか話し合いしていきましょう。
　自己評価だけでなく、他己評価はどうなのか話し合う関わりを行っていきましょう。
＜ナイトプログラム内容検討＞
・患者様からのご意見・ご要望はありませんでした。
→患者様自身、患者様同士で問題解決する能力を身につけてきたのではないか。
・話し合う内容が同じものになってきたと患者様もスタッフも感じている。
→対人交流グループに対しては、スタッフからテーマを提供していき、話し合う事が自然とできるようになってきたら、患者様同士でテーマを決めて実施していけるように関わってはどうか。トランプでもゲームでも、ゲームのルールや内容等、ひとつひとつ説明して頂くようサポートしていくと話し合いになると思う。また、相手に傷つけないような言い方を相談してもらう事で、コミュニケーション技術について理解してもらえるのではないか。
・ナイトプログラムの目的を理解できないと患者様から意見聞かれるときがある。
　→ナイトプログラムの目的を理解していないと、参加している意味がない。ナイトプログラムの目的について話合いをしてもらい、話題が多数出てきた場合、この週はこのテーマと分けて決めて話し合いしてはどうか。

　

上記意見ありました。次年度に向け、ナイトプログラム担当スタッフは、話し合い、検討をしていきましょう。
＜猪股Ｄｒケースカンファレンス＞
・沢田　三朗様～27日・28日で、外出訓練の様子を観察し問題なければ、29日から単独外出実施していく予定としています。外出訓練では、信号を見ないで渡ろうとしていることがあり、外出訓練の目的を振り返り、先週実施しています。24日の外出訓練では、信号や道路周囲の状況を見て道路を歩く事ができていました。また、買い物時は、メモ内容を購入する以外は迷う事無くスムーズに選び、支払いができていました。

　　　また、服薬自己管理1日分問題なく実施できているので、3・4日分管理へステップアップを考えています。

Ｄｒ→単独外出・服薬自己管理ステップアップ許可します。

単独外出の目的を振り返り、単独外出すすめていきましょう。
・井上　和美様～転入後、落ち着いて日課行っています。他者とのトラブルも
　　　　　　　　ありません。来週、ご家族来院されたら単独外出許可書にサイン頂く予定です。買い物の曜日は月曜日と木曜日ですので、スタッフと一緒に単独外出の目的を説明し、訓練すすめていきましょう。
　　　　　　　　

・駒木　洋士様～3/28　9：30～17：00まで外出許可あります。目的として、今後について相談してくる、図書館で本を借り、読んでくるとの事です。目的を明確にしてから、外出して頂きましょう。
＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞
・井上　和美様～本人、使用するものと使用しないものの区別がつかず、整理の仕方がわからないと話されています。また、捨てられずにおり、また、家族に返却しなくていいと話されています。身辺整理についてプラン立案しました。
＃1　使用するものと使用できないものの区別がつかない
＜目標＞区別がつき、必要時捨てたり、家族に返却することが出来る。
リハビリテーションプログラムの身辺整理の日や、都度確認し乱雑になっていないか、必要か必要でないか一緒に考えていきましょう。本人、捨てなくていい・返却しなくていいと話されることがありますが、身辺整理の仕方、必要性、収納の限度を指導していきましょう。
・清川　厚子様～食品の賞味期限や在庫を確認せずに購入している。在庫確認チェック表を作成中です。作成後、担当スタッフより報告していきます。
































































